
 

 

 

本調査は、文部科学省が学校の設置者（教育委員会、学校法人等）の協力を得て実施するもの

です。 

 

◇ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒

の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その

改善を図る。 

        ◇ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に役立てる。 

        ◇ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立 

する。 

 

 

 

❶ 教科に関する調査（国語、算数・数学）          

         出題範囲は、調査する学年の全学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題 

        内容は、それぞれの学年・教科に関し、以下のとおりとする。 

          ① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、

実生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ま

しい知識・技能 等 

          ② 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な問題解決の

ための構想を立て実践し評価・改善する力 等 

調査問題では、上記①と②を一体的に問うこととする。 

❷ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関す

る調査 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備

の状況等に関する調査 

 

 

◎小学校 

１時限目 2 時限目  

国語（45 分） 算数（45 分） 児童質問紙（２０～４０分程度） 

◎中学校（生徒質問紙は、2 時間目終了後以降に、各学校の状況に応じて実施） 

１時限目 2 時限目  

国語（50 分） 数学（50 分） 生徒質問紙（２０～４5 分程度） 

国・公・私立学校の小学校第６学年、中学校第３学年 原則として全児童生徒 

令和６年度全国学力・学習状況調査の目的や実施内容 

 

 

 

調査の目的 

調査対象     

調査内容     

時間割     



 

 

 

※ 全国平均正答率等との比較 

【小学校】 

 正答率 よかったところ 課題であるところ 

国語  

やや高い 

［書くこと］ 

目的や意図に応じて、集めた

材料を分類したり、関係付けた

りして、伝えたいことを明確に

すること 

［読むこと］ 

登場人物の相互関係や心情など

について、描写を基に捉えること 

算数  

やや高い 

［数と計算］ 

計算に関して成り立つ性質を

活用して、計算の仕方を考察し、

求め方と答えを式や言葉を用い

て記述すること 

［変化と関係］ 

速さの意味について理解してい

ること 

【中学校】 

 正答率 よかったところ 課題であるところ 

国語 やや低い ［話すこと・聞くこと］ 

話合いの話題や展開を捉え

ながら、他者の発言と結び付け

て自分の考えをまとめること 

［読むこと］ 

目的に応じて必要な情報に着目

して要約すること 

数学   低い ［数と式］ 

等式を目的に応じて変形す

ること 

［図形］ 

筋道を立てて考え、証明すること 

         

   

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度全国学力・学習状況調査学力結果 

 



■ 課題となる問題「変化と関係」（小学校算数） 

 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ 課題となる問題「図形の証明」（中学校数学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

※ 全国平均を０として全国の平均パーセントとの差を提示     

※ 質問紙６7 項目程度の中から抜粋 

 

【自分自身に関すること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①②の項目は「自分に自信をもって、自分の夢や目標に向かう」資質を問うもので「継続して

学ぼうとする意欲」に関わるものです。全国平均値と比較すると低い数値となっています。③か

ら⑤の質問項目は「人間性や社会性」に関する内容です。全国平均値より若干低い数値がありま

すが、ほぼ同じ数値です。⑥の「地域への貢献意欲」については、全国の平均値より高い数値と

なっています。 

 

  

令和６年度全国学力・学習状況調査質問紙全国平均との比較 
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①自分には、よいところがあると思いますか

②将来の夢や目標を持っていますか

③人が困っているときは、進んで助けていますか

④いじめは、どんな理由があってもいけないこと

だと思いますか

⑤人の役に立つ人間になりたいと思いますか

⑥地域や社会をよくするために何かしてみたいと

思いますか

小学校 中学校



【学習に関すること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①から③の学校における学習活動についての項目内容については、①の「話合い活動を通して

の新たな考えや気付きに」ついては、若干全国平均値より低いものの「学んだことを実生活に結

び付けたり次の学習時間に生かしたりすること」、「先生が認めてくれること」については、全国

平均値より高い数値です。  

④から⑦は国語科、算数（数学科）に関する内容です。「両教科が好き」という項目は、全国

平均値よりも低い数値ですが、「教科の大切さ」については、全国より高い数値となっています。 

⓼⓽は、家庭での過ごし方（家庭学習・SNS 等の使用時間）の内容に関する項目です。平日

の家庭学習時間（小学校１時間以上・中学校２時間以上）では、小学生が全国平均値より高く、

中学生はかなり低い数値となっています。 
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①話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新た

な考え方に気付いたりしましたか

②学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えた

り、生かしたりすることができると思いますか

③先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思

いますか

④国語の勉強は好きですか

⑤算数の勉強は好きですか

⑥国語の勉強は大切だと思いますか

⑦算数の勉強は大切だと思いますか

⓼平日、１日当たり１時間以上（中：２時間以上）勉強

します（塾含む）

⓽平日、１日当たり携帯電話やスマートフォンでSNSや

動画視聴などを３時間以上します

小学校 中学校



   

 

児童生徒質問紙の結果は、小・中学校とも、学校での過ごし方や授業に取

組む姿勢や態度、人間性や社会性に関する項目では、全国の平均値とほぼ同

じか上回っています。 

しかし、SNS やスマートフォンの使用時間は全国の平均値より高く、自主

的な家庭学習の時間が全国の平均値より低くなっています。 

そこで、学力の向上を図るために次のような取組を今後実施していきます。 

 

① 小学校と中学校とで補充学習の実施や学習指導の統一化を図る。 

また、効果的な ICT の活用により学習意欲を高めたり、個に応じた指

導の充実を図ったりする。 

② 学力を向上させる基盤となる児童生徒の健全な育成を図る学級活 

動や道徳及び学校行事の質を高め、児童生徒間、児童生徒と担任との 

良好な人間関係を築く。 

 ③ 学校からの毎日の適度な課題の提示と家庭学習の習慣化を図る学 

校と保護者との連携を図る。 

 

今後も、児童生徒の自己実現に向けて、今までの取組を継続・徹底してい

きます。 

これからの取組 

 


